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１
．
自
然
は
回
復
し
て
い
る
が
…

　
尾
瀬
ヶ
原
を
訪
れ
る
た
び
に
、
雄
大
な
自
然
景
観
、
貴
重

な
植
物
群
落
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。
そ
の
自
然
の
姿
は
、
季

節
毎
に
姿
を
変
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
年
月
の
経
過
と

と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
鈴
木
伸
一
ほ
か
（
２
０
２
２
）

は
、
尾
瀬
地
区
の
２
，
３
４
２
か
所
で
植
物
群
落
の
調
査
を

行
い
、
湿
原
だ
け
で
、
２
つ
の
新
し
い
も
の
含
め
て
、
89
も

の
多
様
な
植
物
群
落
の
生
育
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
は
人
が
踏
み
入
っ
た
こ
と
に
よ
る
泥
炭
の
固
結
と
乾

燥
化
が
生
じ
、
裸
地
の
拡
大
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
自
然
が
ほ
ぼ
回
復
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で
は
、
植
物
群
落
が

ど
う
回
復
・
変
化
し
て
い
る
か
を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
幸
い
に
も
、
50
年
前
に
中
田
代
十
字
路
付
近
を
対
象

と
し
た
詳
細
な
植
生
図
（
縮
尺
１
０
０
分
の
１
）
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
（
宮
脇
・
藤
原
、
１
９
７
０
）
。
同
じ
場
所
に

つ
い
て
、
現
在
の
植
生
図
を
作
成
し
、
50
年
前
と
現
在
を
比

較
し
、
植
物
群
落
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
鈴

木
邦
雄
ほ
か
２
０
２
２
、
図
１
）
。
湿
原
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
、
最
新
の
ド
ロ
ー
ン
と
い
う
ツ
ー
ル
は
、

最
大
限
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
で
す
。
貴
重
な
尾
瀬
の
自
然
へ
の
理
解
が
高
ま

り
、
登
山
者
が
湿
原
へ
踏
み
入
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
木
道

整
備
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
道
沿
い
に
広

が
っ
て
い
た
裸
地
（
無
植
生
）
で
は
昔
の
植
物
群
落
が
ほ

ぼ
回
復
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
裸
地
の
割
合

は
、
50
年
前
の
21
％
か
ら
0
％
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
最
も

重
要
な
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
中
心
と
す
る
高
層
湿
原
植
生
は
15
％
も

増
加
・
回
復
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
50
年
前
の
中
田
代

十
字
路
付
近
で
は
皆
無
で
あ
っ
た
低
木
・
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
の
群

落
が
現
在
で
は
13
％
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
な
ど
の
減
少
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
の
群
落
の
拡
大

な
ど
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
植
物
・
植
物
群
落
の
消
長
が

湿
原
各
所
で
見
ら
れ
ま
す
。
荒
廃
し
て
い
た
自
然
が
回
復
し

て
い
る
一
方
で
、
低
木
類
や
シ
ダ
植
物
の
生
育
地
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
今
後
も
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
や

ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
の
群
落
が
拡
大
を
続
け
、
従
来
か
ら
の

湿
原
植
物
が
減
少
・
消
失
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
で
き
ま

す
。

　
湿
原
の
植
生
は
、
特
殊
で
変
化
に
富
む
環
境
下
に
成
立
し

て
お
り
、
月
日
の
経
過
と
と
も
に
陸
化
・
周
辺
環
境
の
変
化

の
影
響
を
受
け
や
す
い
で
す
。
半
世
紀
の
間
に
、
荒
廃
し
て

い
た
湿
原
の
自
然
・
植
生
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
は
確
認

で
き
ま
し
た
（
写
真
１
、
２
）
。
気
候
変
動
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
侵
入
増
加
、
微
細
な
環
境
変
化
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
植

物
群
落
が
回
復
・
復
元
と
は
違
っ
た
方
向
に
も
変
化
・
遷
移

し
て
い
る
現
状
が
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
驚
き
で
し

尾
瀬
ヶ
原
の
植
物
群
落
は
、
変
化
し
て
い
る

鈴
木　
邦
雄
（
神
奈
川
県
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所
・
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
国
際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
）

植生占有率（1970） 植生占有率（2019）

高層湿原植生
53.30％

高層湿原植生
68.13％

中間湿原植生
13.63％

中間湿原植生
5.52％

ヤマドリゼンマイ群落
0.68％

ヤマドリゼンマイ群落
2.00％

ヤチヤナギ群落
12.78％

裸地
20.95％

木道
3.48％

木道
5.93％

その他
7.96％

その他
5.64％

図１．中田代十字路付近の植生の広がり（1970／2019）
（メッシュ法により10,582ポイントを比較)
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た
。
そ
こ
で
、
植
物
・
植
物
群
落
に
限
ら
ず
、
自
然
保
護
の

た
め
に
は
、
計
画
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
・
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
と
い
え
ま
す
。

２
．
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
画
像
の
活
用
を

　
今
回
の
調
査
は
、
第
１
〜
３
次
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
て

行
わ
れ
て
お
り
、
20
年
後
に
期
待
し
て
い
る
第
５
次
尾
瀬
総

合
学
術
調
査
等
も
視
野
に
入
れ
、
現
時
点
で
の
植
物
群
落
の

位
置
と
広
が
り
の
ア
ー
カ
イ
ブ
・
デ
ー
タ
収
集
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
映
像
と
い
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
で

す
が
、
２
０
１
９
年
の
過
去
に
遡
り
、
鳥
に
な
っ
て
尾
瀬
ヶ

原
を
自
由
に
飛
び
回
り
、
木
道
か
ら
遠
く
離
れ
た
湿
原
の
或

る
場
所
に
近
づ
い
て
、
肉
眼
で
観
察
調
査
す
る
感
覚
と
言
っ

て
も
良
い
で
す
。

　

小
型
飛
行
機
に
よ
り
尾
瀬
ヶ
原
湿
原
全
域
と
そ
の
周
辺

域
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
湿
原
内
の
10
数
か
所
に
つ

い
て
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
画
像
（
詳
細
な
航
空
写
真
、

空
間
分
解
能
が
１
ピ
ク
セ
ル
あ
た
り
３
〜
10　

ま
で
）
が

得
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
画
像
デ
ー
タ
と
現
地
調
査
に

よ
り
、
尾
瀬
ヶ
原
全
域
の
植
生
図
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
湿
原
内
１
６
０
か
所
で
、
３
６
０
度
カ
メ
ラ
に
よ
る
画

像
デ
ー
タ
（
植
生
・
景
観
）
も
春
・
夏
・
秋
の
３
回
収
集
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
お

り
、
調
査
研
究
等
の
資
料
と
し
て
利
用
可
能
な
形
で
ア
ー
カ

イ
ブ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
利
活
用
を
希
望
す
る
研

究
者
は
尾
瀬
保
護
財
団
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
現
時
点
で
の
詳

細
な
画
像
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
、
あ
る
い
は
第
５
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で
は
、
ス

ポ
ッ
ト
的
に
も
広
域
的
に
も
、
ま
た
新
た
な
視
点
か
ら
も
、

過
去
（
２
０
１
９
年
）
に
遡
っ
て
時
系
列
的
変
化
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
調
査
研
究
や
自
然
保
全

策
の
効
果
測
定
な
ど
に
、
今
回
の
ア
ー
カ
イ
ブ
・
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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写真１．中田代十字路から竜宮小屋をのぞむ
（1965年７月、尾瀬保護財団提供）

写真２．同上（2019年８月撮影）
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